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隆瑶鯰鶉餞◇゛切幌

猪名り||は古代から船の往来が盛んで、京都、大阪、瀬戸内海より神崎川を経て、伊丹付近まで航路
が
｀
ありました。現在、猪名川沿ヽヽ:こ 点在する猪名期公園、船詰 (ふなづめ)公園、曲浦公園、猪名脚1風

致公園は、むかし蛇行していたり||の堤防を街彿とさせます。船誌公園は船誌神社の1鶴 跡で、この地はか
つて船着場として栄えていました。河り11改修や交通手段の変化によも人船詰神社‡よ曰召春口5◎年に両浦公

国の隣に遷官しました。周辺に築かれた堤防は水害の歴史と深もヽ関わりがあり、地域遺産としての残存

を要望する意見が住民から寄せられ、公園など|こ整ぽ れてヽヽます。

船詰神社境内にあったクスノキやイチョウは、現在船誌公国内に保存されています。また遷宮先と西

'甫

公園一帯は、巨樹や保護樹木が茂ι′、猪各り|1自 然林として保存され、市街地で制 ながら、いにしえ

の風景を留綸ててヽます。
(参考:『 いなの笹原』榎本利明/著

。出版、『尼崎神社あんない改訂版』兵庫県神道青年会尼崎支部/由版)
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神社と緑

古くからある神社の緑は、社叢林や鎮守の森と呼 |」:れ、周辺に暮らす人たちと深い結びつきや歴史が

あります。また、尼崎市内南部には工場 :こ併設された神社の存在もあιります。尼崎ではかつて公害問題

が発生した工業地帯の環境改善のために工場緑化が推進されてきました。神社緑地 |よ、植物だけでな

く、昆虫類、両生類、鳥類、小型哺乳類などの生物の生息の場としての可能性があるといわれています。

(参考:『尼崎市環境基本計画』尼崎市美化環境局環境対策部環境政策課/編集。出版 )
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1月 :Janじary

英語の¬月の語源は、□―マの神ヤヌス

(Janus)に 捧1ザられた月ヤヌアリウス

Januariじ sからきた言葉。

星座(1月 21日 ～2月 19日 ):水瓶座

時候 :酷寒、寒気、寒冷、霜柱、初春、

新春、降雪

《新。尾崎の本欄 霜舅鸞》

『100さいの森』

『水運史から世界の水へ』

『神戸～尼崎海辺の歴史』

け自然や水辺に関する本鯰

松岡達英/著,伊藤 弥寿彦/監修  講談社   221925333
徳仁親王/著           NttK出 版  212178838
辻り|1敦。大国正美/編著 神戸新聞総合出版センター 330042143

開館時間 午前9時～午後8時 (日曜 。祝剛よ、午後 6時 15分まで)
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屹 眩濾財彫雹歩
軋釉麒冬濾贔檄螂癸しよす

フオハ鵬:画 G秦ナー瘍ご燿介
北図書館2階にあるけオハルコーナー」をご存じですか?
このコーナー|こ |よ、岬高生のみ強さんに読んで|ましもヽ
オススメの輝●がたくさんありまつЪ

進路や勉強、留学に役立つ本や等高笠向|すの小説、
さ61こ |よマンガも置しヽてしヽます。
コーナー前のホフイトボードで|よ、特集展示を行ったり
みなさんに発信したしヽ:簿報などを掲示してしヽます。

ぜひ遊び|こ来てくださしヽね。

行つてみる?

秒゛鱚慇《鞣蜃凩》靱鶯郡薄鍾ポlメて
●利Nの前 |こ座席器を

よ階カウンターで座麟 」用券を取り、同じ番号の席をご禾馨用くださしヽ。
券|よ席の見える所|こ置き、おり轟ιプの際|よカウンターまでお持ちくださ榔。
騨寺間以上薦を離れる場合|よ―旦券をお戻しくださしヽ。
1時間以上離席 と、他の方iこ席を利用しヽただく場合があ望ますのでご了丞くだ査_LL

鰊座簾券‖よ¶人霧枚
後から来られる人の分を先に取つたり、電人で2席を使う逼ばまできません。

◇食事。縦歌など
自習や読書のための音5屋です。お菓子強ど登食べたり、雑談、音の出る機器の使用iよ

ご遠慮くださしヽ。
また、イヤホン申へジ`ド本ンの音漏な 電卓。寺一ボード等の打鍵音|こご配慮くださしヽ。

◇竃少年室躊利用|よ鱚学生から
小学生の方|よ児童室をご利羅くださ掛。(利用をご希望の場合|よお声が|すくださ郡)

0長銹剰ご笏%の方
自転車|よ地下駐輪場鍾お停めしヽただくようご協力をお願しヽします。

く :晨 晨課のご案内>
一般大晨示 『 :96鼻年生まれの作家たち』
2瞳晨示  『漫蒟時代』
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魃 筵 黎 輻 鰊 瘍 輻 饒 楔
:日 時:  1月 17日 (水) 午後 2時から1時間ほど

:場 所] 3階 集会室

:内 容] 『ふるさと銀河線』より
「幸福が遠すぎたら」高田 郁/著

瞼鑢鯵贔丁≫ティ響「攀 。彪冬穆』鶉頌膠秒にSN。

※状況により、内容の変更 。中止になる可能性があります。

1979年 ～奈良県生まれ。京都大学大学院修士課程修了。

『太陽の塔』で日本ファンタジーノベル大賞受賞。『夜は

短し歩けよ乙女』で山本周五郎賞、『ペンギン・ハイウェ

イ』で日本SF大賞受賞。

『きつなのはなじ』
森見 登美彦[著]/新M社

京都一乗寺にある古道具屋、芳蓮堂でアルバ

イトをすることになった武藤。店主のナツメか

ら天城という客の元へ遣わされる。その男は奇

妙な取引を持ち掛けてきて…・…。表題作ほか
「水神」などの奇諄全4篇を収金乳 岡 説ヽ新

潮』掲載の「きつねの話」を改題、書き下ろし

を加えて単行本イL

『ぐらぐる間答』
森見 登美彦[書]/小学鐘

対談は苦手とし`う著者が、『ダ・ヴィンチ』

鵬」冊文藝春飛刻 など様々な媒体に掲載してき

た対談をまとめた森見登美彦初の対談集。芸

人・作家・漫画家など、多彩な人たちとの対談

に加えて、デビュー直後の森見登美彦 (昔)と
デビュー十周年の森見登美彦 (今)が会談す

る、小説「今昔対談」も1則乳

『ベンギン。′ヽイウェイ週

森見 豊美彦[作 ]・ ぶ―た [絵]

/麒DO憩聰

なにごと:こ も研究熱心な小4のアオヤマ君

|ま、ノートに毎日の発見を記録することにして

もヽる。そんな彼が住む交砂卜の街|こ、ある日突然
ベンギンたちん`見れた。親しくしてしヽる歯科医

院のお姉さんがこの事件に関わってしヽることを

知り、事件の謎について研究することにした

が……・。 I小学 5～ 6年生機

『森見登美彦の京都ぐるくる案内』

森見 登美彦[蓄]/新潮社

『夜は短し歩けよ乙女』や『四畳半王国見聞

録』など、京都を舞台に描かれた作品の名場面

の地を自分の足で歩くための一冊。「鴨川デル

タ」「下弔歌串社」や、登美彦氏の母校である
「京都大学」などを紹介してしヽる。文芸誌

『yomyo側 に掲載された「京者隣念車齢己行」ほ

か、随筆も収録した森見登美彦的京都ガイド。

武諄韻順
'つ

小説家を志し、京都大学大学院在学中に執筆した『太陽の塔』で2CXD3年にデビュー。

京都を舞台 |こ した作品が多く、『聖なる怠け者の冒険』で第2回京都本人賞を受賞。著

作の『夜は短し歩けよ乙女』や『有頂天家族』は舞台や浸画、アニメ|こ もなっている。

他の作品に『夜行』 爾 回広島本人賞)『熱帯』 鶴 回高校生直木賞)など。




